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1. はじめに

本書では、MailArchiva パブリックイメージの初期設定について記述いたします。

ジャーナルアカウント方式によるメール取り込み連携に関して、記述しています。本
書でのジャーナルアカウントとは、アーカイブ対象とする全ての送受信メールのコピー
を転送したメールアカウントのことを指し示しています。
ジャーナルアカウントのためのメールサーバ（MTA）の設定は、メールサーバ管理者
にお問合せ頂くか、DIP へ MailArchiva　MTA インテグレーションサービスのご依頼
を下さい。

MailArchiva では、MTA と直接連携を行うことも可能ですが、メールサーバ環境によ
り対応状況が異なるため、本書では、対象と致しません。特殊な環境下におけるご利
用ご要望は、DIP へ MailArchiva　MTA インテグレーションサービスのご依頼を下さい。
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2. 事前準備

MailArchiva パブリックイメージ for NIFTY Cloud の利用にあたり、予め NIFTY Cloud
上で、ファイアウォールの設定を行う必要があります。

下記手順に添って、必要な IP アドレスから MailArchiva パブリックイメージ対象サー
バの「8090」ポートに接続許可を行って下さい。

ニフティクラウドコントロールパネル上から、ファイアウォールメニューを選択し、
default(Linux) または、作成したファイアウォールグループを選択し、「ルール設定を
変更する」ボタンを押下します。

 

図 1．ファイアウォール設定

図 1．の様な画面が表示されますので、プロトコルを「TCP」とし、宛先ポートを「8090」
として、IP アドレス・グループに社内やアクセス元となるアドレスを入力し、「追加」
ボタンを押下します。

以上で、事前準備は完了です。以降は MailArchiva 管理画面より設定を行います。
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3. MailArchiva 基本設定

3.1.	 管理画面へのログイン

下記より管理画面にアクセスし、ログインを行います。

　　http://【対象サーバの IP アドレス】:8090//mailarchiva/

管理者ユーザー「admin」でログインします。初回のパスワードは、「admin」です。

 

ログインすると、まず検索画面が表示されますので、
上部メニューから「設定」を押下してください。

3.2.	 ドメイン設定

まず、「ドメイン」タブを選択し、「新しいドメイン」ボタンを押下します。
利用するドメイン名を入力します。
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3.3.	 ボリューム設定

続いて、「ボリューム」タブを選択し、「新しいボリューム」ボタンを押下します。ボ
リュームは、検索用のインデックスとメールを保存するアーカイブから構成されま
す。サイズとパスを確認してください。サイズ既定値が 30000MB となっています
が、利用可能なディスクサイズに合わせ、20000MB 以下の値をご入力下さい。また、
MailArchiva では、サーバーファイルシステム上に DES で暗号化されたファイルとし
てメールを保存するため、暗号化用のパスワードを「Email 暗号化パスワード」と「パ
スワード（再入力）」に入力します。

※注意　「Email 暗号化パスワード」は、変更することができませんので、慎重に設定
して下さい。
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3.4.	 ログイン設定

「ログイン」タブを選択し、管理者 (admin) マスターパスワードを設定します。
必ず設定する必要がありますので、「管理者 (admin) マスターパスワード」と

「パスワード ( 再入力 )」を入力します。

3.2. から 3.4. の入力が出来ましたら、一旦設定情報を保存するため、画面最下部の「保存」
ボタンを押下します。
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3.5.	 ジャーナルアカウント設定

ジャーナルアカウントとは、アーカイブ対象とする全ての送受信メールのコピーを転
送するメールアカウントを指し示します。本項では、メールの取り込み元となるジャー
ナルアカウント接続情報を設定します。「ジャーナルアカウント」タブ内にて、プロト
コル、サーバー、ポート、ユーザー名、パスワード、接続モードを入力し、最後に「ジャー
ナルアカウント接続のテスト」を押下します。別ウィンドウ内にて、テストステータ
スが表示され、「test complete.」と表示されることで設定が正常であることが確認で
きます。エラー表示などがある場合には、入力値を見直してください。最後に「有効」
にチェックをいれ、一旦設定情報を保存するため、画面最下部の「保存」ボタンを押
下します。

※注意　「保存」ボタンを押下するとメールの取り込みが開始されます。

　　　　注意して「保存」ボタンを押下してください。
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3.6.	 一般設定

「一般」タブを選択し、インデックス設定内の
「メールインデキシングにのデフォルトの言語」にて「日本語」を選択し、画面最下部
の「保存」ボタンを押下します。

 

以上で、初期設定は完了です。メールがアーカイブされているか、テストメールの送
受信などを行った上で、検索画面にて検索キーワードを未入力のまま「検索」ボタン
を押下し、検索結果が表示されるか確認してください。
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4. DIP ご提供のサービス

下記は、MailArchiva パブリックイメージ for NiftyCloud 専用サービスです。
個別のシステムインテグレーションは、お問合せフォームよりご依頼ください。

No. サービス名 期間・数量 金額
1 MailArchiva パブリックイメージサポート 年間 ￥120,000-
2 MTA インテグレーションサービス 1 ￥50,000 ～（要御見積）
3 MailArchiva Enterprise Edition ユーザー数ライセンス

1.MailArchiva パブリックイメージサポートは、標準のパブリックイメージに対※ 
してメールによる操作、障害時一次切りわけを支援するためのサポートサービス
となっております。MTA などにお客様独自のインテグレーションを実施されてい
る場合や、ディスク追加オプションなどを利用されている場合は、別途御見積が
必要となりますので、詳しくは弊社お問合せフォームよりお問合せください。

5. DIP お問合せ先・有償版価格表

URL
MailArchiva 専用サイト http://www.d-ip.jp/ma/index.html
Enterprise Edition 価格表 http://www.d-ip.jp/ma/price.html
お問合わせフォーム http://www.d-ip.jp/ma/inquiry.html


